図及び表
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                                                      図1.1  未記録ディスクのレイアウト
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                                                  図1.2  部分記録されたディスクのレイアウト
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                                                       図1.3  記録済みディスクのレイアウト
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                                                                図2.3  動作条件
図2.4については, 原規定 Recordable Compact Disc System, Part 2 CD-WO version 2.0 の対応する図による。
図4.1については, 原規定 Recordable Compact Disc System, Part 2 CD-WO version 2.0 の対応する図による。
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                                                     図4.2  ATIP対ディスク直径

	t1
	=
	開始時間PCA

	t２
	=
	開始時間PMA

	t３
	=
	開始時間リードイン領域

	t4
	=
	開始時間プログラム領域
終了時間リードイン領域

	t5
	=
	最終可能開始時間リードアウト領域


t1～t5の値ついては, 原規定 Recordable Compact Disc System, Part 2 CD-WO version 2.0 の対応する図による。
図5.1については, 原規定 Recordable Compact Disc System, Part 2 CD-WO version 2.0 の対応する図による。
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                                                           図5.2  同期規則
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                                                        図5.3  一般リンク付け規則

                                              表5.4 プログラムメモリ領域  (例１)
	フレーム番号
	CONTROL & ADR
	TNO
	POINT
	MIN
	SEC
	FRM
	ZERO
	PMIN
	PSEC
	PFRM

	1
	02
	00
	00
	20
	15
	14
	00
	00
	00
	00

	2
	02
	00
	00
	20
	15
	14
	01
	00
	00
	00

	3
	02
	00
	00
	20
	15
	14
	02
	00
	00
	00

	4
	02
	00
	00
	20
	15
	14
	03
	00
	00
	00

	5
	02
	00
	00
	20
	15
	14
	04
	00
	00
	00

	6
	02
	00
	00
	20
	15
	14
	05
	00
	00
	00

	7
	02
	00
	00
	20
	15
	14
	06
	00
	00
	00

	8
	02
	00
	00
	20
	15
	14
	07
	00
	00
	00

	9
	02
	00
	00
	20
	15
	14
	08
	00
	00
	00

	10
	02
	00
	00
	20
	15
	14
	09
	00
	00
	00

	11
	01
	00
	01
	05
	45
	67
	00
	00
	02
	01

	12
	01
	00
	01
	05
	45
	67
	01
	00
	02
	01

	13
	01
	00
	01
	05
	45
	67
	02
	00
	02
	01

	14
	01
	00
	01
	05
	45
	67
	03
	00
	02
	01

	15
	01
	00
	01
	05
	45
	67
	04
	00
	02
	01

	16
	01
	00
	02
	12
	01
	09
	05
	05
	45
	67

	17
	01
	00
	02
	12
	01
	09
	06
	05
	45
	67

	18
	01
	00
	02
	12
	01
	09
	07
	05
	45
	67

	19
	01
	00
	02
	12
	01
	09
	08
	05
	45
	67

	20
	01
	00
	02
	12
	01
	09
	09
	05
	45
	67

	21
	01
	00
	03
	30
	17
	42
	00
	12
	01
	09

	22
	01
	00
	03
	30
	17
	42
	01
	12
	01
	09

	23
	01
	00
	03
	30
	17
	42
	02
	12
	01
	09

	24
	01
	00
	03
	30
	17
	42
	03
	12
	01
	09

	25
	01
	00
	03
	30
	17
	42
	04
	12
	01
	09

	26
	01
	00
	04
	37
	50
	18
	05
	30
	17
	42

	27
	01
	00
	04
	37
	50
	18
	06
	30
	17
	42

	28
	01
	00
	04
	37
	50
	18
	07
	30
	17
	42

	29
	01
	00
	04
	37
	50
	18
	08
	30
	17
	42

	30
	01
	00
	04
	37
	50
	18
	09
	30
	17
	42

	31
	etc.:
	未記録
	
	
	
	
	
	
	


プログラム領域に4個のトラックをもつ, CD-Rディスク番号201514のPMAの符号化の例
* フレーム1～10： ディスク識別が記される。この場合, この項目は別に記録されていたので, 10回繰返される(奇数番号項目については, 5.4.2を参照)。

* フレーム11～30： トラック1から4までの開始時間及び停止時間が記される。スキップ/非スキップ情報がないので, すべての4トラックは, 完全に再生される。
                                              表5.5 プログラムメモリ領域  (例2)
	フレーム番号
	CONTROL & ADR
	TNO
	POINT
	MIN
	SEC
	FRM
	ZERO
	PMIN
	PSEC
	PFRM

	1
	02
	00
	00
	20
	15
	14
	00
	00
	00
	00

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	10
	02
	00
	00
	20
	15
	14
	09
	00
	00
	00

	11
	01
	00
	01
	05
	45
	67
	00
	00
	02
	01

	12
	01
	00
	01
	05
	45
	67
	01
	00
	02
	01

	13
	01
	00
	01
	05
	45
	67
	02
	00
	02
	01

	14
	01
	00
	01
	05
	45
	67
	03
	00
	02
	01

	15
	01
	00
	01
	05
	45
	67
	04
	00
	02
	01

	16
	01
	00
	02
	12
	01
	09
	05
	05
	45
	67

	17
	01
	00
	02
	12
	01
	09
	06
	05
	45
	67

	18
	01
	00
	02
	12
	01
	09
	07
	05
	45
	67

	19
	01
	00
	02
	12
	01
	09
	08
	05
	45
	67

	20
	01
	00
	02
	12
	01
	09
	09
	05
	45
	67

	21
	01
	00
	03
	30
	17
	42
	00
	12
	01
	09

	22
	01
	00
	03
	30
	17
	42
	01
	12
	01
	09

	23
	01
	00
	03
	30
	17
	42
	02
	12
	01
	09

	24
	01
	00
	03
	30
	17
	42
	03
	12
	01
	09

	25
	01
	00
	03
	30
	17
	42
	04
	12
	01
	09

	26
	01
	00
	04
	37
	50
	18
	05
	30
	17
	42

	27
	01
	00
	04
	37
	50
	18
	06
	30
	17
	42

	28
	01
	00
	04
	37
	50
	18
	07
	30
	17
	42

	29
	01
	00
	04
	37
	50
	18
	08
	30
	17
	42

	30
	01
	00
	04
	37
	50
	18
	09
	30
	17
	42

	31
	03
	00
	01
	02
	03
	04
	00
	00
	00
	00

	32
	03
	00
	01
	02
	03
	04
	01
	00
	00
	00

	33
	03
	00
	01
	02
	03
	04
	02
	00
	00
	00

	34
	03
	00
	01
	02
	03
	04
	03
	00
	00
	00

	35
	03
	00
	01
	02
	03
	04
	04
	00
	00
	00

	36
	05
	00
	01
	05
	45
	67
	05
	05
	42
	67

	37
	05
	00
	01
	05
	45
	67
	06
	05
	42
	67

	38
	05
	00
	01
	05
	45
	67
	07
	05
	42
	67

	39
	05
	00
	01
	05
	45
	67
	08
	05
	42
	67

	40
	05
	00
	01
	05
	45
	67
	09
	05
	42
	67

	41
	01
	00
	05
	42
	16
	32
	00
	37
	50
	18

	42
	01
	00
	05
	42
	16
	32
	01
	37
	50
	18

	43
	01
	00
	05
	42
	16
	32
	02
	37
	50
	18

	44
	01
	00
	05
	42
	16
	32
	03
	37
	50
	18

	45
	01
	00
	05
	42
	16
	32
	04
	37
	50
	18

	46
	04
	00
	01
	03
	04
	00
	05
	00
	00
	00

	4
	04
	00
	01
	03
	04
	00
	06
	00
	00
	00

	48
	04
	00
	01
	03
	04
	00
	07
	00
	00
	00

	49
	04
	00
	01
	03
	04
	00
	08
	00
	00
	00

	50
	04
	00
	01
	03
	04
	00
	09
	00
	00
	00

	51
	etc.:
	未記録
	
	
	
	
	
	
	


プログラム領域に5個のトラックをもつ, CD-Rディスク番号201514のPMAの符号化例
* フレーム1～30： 表5.4を参照。
* フレーム31～35： トラック2,3及び4は, スキップされることが記される。
* フレーム36～40： 時間間隔番号1は, スキップされることが記される。
* フレーム41～45： トラック5の開始時間及び停止時間が記される。
* フレーム46～50： トラック3及び4は, スキップされない。
その結果，トラック1, 3, 4, 5は再生される。トラック２及びトラック1の最後の3秒間は, スキップされる。
                                              表5.6 リードイン領域の目次情報  (TOC)

	フレーム番号
	CONTROL & ADR
	TNO
	POINT
	MIN
	SEC
	FRM
	ZERO
	PMIN
	PSEC
	PFRM

	n
	01
	00
	A0
	絶対時間
	00
	01
	00
	00

	n+1
	01
	00
	A0
	絶対時間
	00
	01
	00
	00

	n+2
	01
	00
	A0
	絶対時間
	00
	01
	00
	00

	n+3
	05
	00
	B1
	00
	00
	00
	00
	03
	01
	00

	n+4
	05
	00
	B1
	00
	00
	00
	00
	03
	01
	00

	n+5
	05
	00
	B1
	00
	00
	00
	00
	03
	01
	00

	n+6
	01
	00
	A1
	絶対時間
	00
	05
	00
	00

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+9
	05
	00
	B2
	03
	00
	00
	00
	00
	00
	00

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+12
	01
	00
	A2
	絶対時間
	00
	42
	16
	32

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+15
	05
	00
	01
	05
	45
	67
	00
	05
	42
	67

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+18
	01
	00
	01
	絶対時間
	00
	00
	02
	01

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+21
	05
	00
	02
	37
	53
	00
	00
	37
	50
	18

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+24
	01
	00
	02
	絶対時間
	00
	05
	45
	67

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+27
	05
	00
	03
	42
	16
	32
	00
	42
	14
	00

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+30
	01
	00
	03
	絶対時間
	00
	12
	01
	09

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+33
	05
	00
	B1
	00
	00
	00
	00
	03
	01
	00

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+36
	01
	00
	04
	絶対時間
	00
	30
	17
	42

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+39
	05
	00
	B2
	03
	00
	00
	00
	00
	00
	00

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+42
	01
	00
	05
	絶対時間
	00
	37
	50
	18

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+45
	05
	00
	01
	05
	45
	67
	00
	05
	42
	67

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+48
	01
	00
	A0
	絶対時間
	00
	01
	00
	00

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+51
	05
	00
	02
	37
	53
	00
	00
	37
	50
	18

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+54
	01
	00
	A1
	絶対時間
	00
	05
	00
	00

	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥
	‥

	n+57
	etc.
	
	
	
	
	
	
	
	
	


プログラム領域に5個のトラックをもつ, CD-RディスクのTOCの符号化例。トラック3及び3時間間隔は, 再生中スキップされなければならない。
* フレームｎ～(n+44)： モード 5の符号化を交互に施した, モード1(ADR=1)の完全符号化。
* フレーム(n+3)～(n+29)： モード 1の符号化を交互に施した, モード 5 (ADR=5)の完全符号化。
            表5.7 データトラック4(モード=1)のトラック記述子ブロック中の利用者データフィールド

	Byte
	内容
	Byte
	内容
	Byte
	内容
	Byte
	内容

	0
	54
	
	
	
	
	
	

	1
	44
	
	
	
	
	
	

	2
	49
	
	
	
	
	
	

	3
	01
	
	
	
	
	
	

	4
	50
	
	
	
	
	
	

	5
	00
	
	
	
	
	
	

	6
	01
	
	
	
	
	
	

	7
	04
	
	
	
	
	
	

	8
	04
	24
	01
	40
	02
	56
	03

	9
	80
	25
	91
	41
	91
	57
	90

	10
	FF
	26
	00
	42
	00
	58
	FF

	11
	FF
	27
	00
	43
	00
	59
	FF

	12
	FF
	28
	32
	44
	64
	60
	FF

	13
	00
	29
	00
	45
	00
	61
	00

	14
	00
	30
	00
	46
	00
	62
	00

	15
	00
	31
	00
	47
	00
	63
	00

	16
	00
	32
	00
	48
	00
	64
	00

	17
	00
	33
	00
	49
	00
	65
	00

	18
	00
	34
	00
	50
	00
	66
	00

	19
	00
	35
	00
	51
	00
	67
	00

	20
	00
	36
	00
	52
	00
	68
	00

	21
	00
	37
	00
	53
	00
	69
	00

	22
	00
	38
	00
	54
	00
	70
	00

	23
	00
	39
	00
	55
	00
	71
	00

	
	
	
	
	
	
	72
	00

	
	
	
	
	
	
	‥
	00

	
	
	
	
	
	
	‥
	00

	
	
	
	
	
	
	2047
	00


 バイト番号0から7は, トラック4のトラック記述子テーブル。
 バイト番号8から23は, トラック記述子ユニット1(トラック4)。

 バイト番号24から39は, トラック記述子ユニット2(トラック1)。

 バイト番号40から55は, トラック記述子ユニット3(トラック2)。

 バイト番号56から71は, トラック記述子ユニット4(トラック3)。

 プレギャップの長さは, 2s(150ブロック)とする。

 プレギャップは, トラック1, 2及び3のトラック記述子も含む。
 トラック4は, 中断なし書込みされる。
 トラック1は, 32利用者データブロックの固定パケットサイズでインクリメンタル書込みされる。例えば, そのトラックは, 10パケットの長さをもつ。
 トラック2は, 64利用者データブロックの固定パケットサイズでインクリメンタル書込みされる。例えば, そのトラックは, 20パケットの長さをもつ。
 トラック3は，可変パケットサイズでインクリメンタル書込みされる。それは, (プレギャップを除き)640ブロックの長さをもつ。
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                                             図11.1 複セションディスクのレイアウト例
備考

  LIA = リードイン領域
  LOA = リードアウト領域
  この例のPMA及びPCAは, どちらも部分記録され, 記録可能とする。セション1がスタンプ記録済みの場合は, PMAは, 部分スタンプ記録済み, 記録済み及び記録可能とする。
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